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　Črnčec et al (2008)は、子育ての自信について
Parenting Confidenceという語を使用している。
そして、Parenting Confidenceを測定するために、
Karitane Parenting Confidence Scaleを開発した。






















































































































































　 　専業主婦の平均年齢は 31.2歳 (SD4.2)、兼
業主婦は32.6歳 (SD4.3)であった。
　 専業主婦の子どもの人数は、1人と回答した
ものは 21人 (52.5％ )、2人と回答したもの
は 16人 (40.0％ )、3人と回答したものは 2人




のは 2人 (5.6％ )、4人と回答したものは 2人
(5.6％ )であった。











主婦は、夫34人 (85.0％ )、実母26人 (65.0％ )、
実父 11人 (27.5％ )、義母 12人 (30.0％ )、義
父 8人 (20.0％ )、その他 6人 (15.0％ )、その
他の内訳は、妹、姉、実祖母であった。兼業
主婦は、夫33人 (91.7％ )、実母22人 (61.1％ )、
実父 10人 (27.8％ )、義母 15人 (41.7％ )、義
















31.2歳 (SD4.2） 32.6歳 (SD4.3）
無回答2 無回答1
子どもの人数            
1人 21(52.5%) 16(44.4%)
2人 16(40.0%) 16(44.4%)
3人   2(  5.0%)   2(  5.6%) 
4人   1(  2.5%)   2(  5.6%)
勤務形態　
常勤 24(66.7%)
パート   4(11.1%)




同居世帯   4(10.0%)   7(19.4%)
子育ての手助けの有無　
あり           36(90.0%) 35(97.2％ ) 
なし   2(  5.0%)    1(  2.8％）
無回答 







義父   8(20.0%) 12(33.3%)











人 (10％ )、兼業主婦6人 (18.75％ )であった。
Mild clinical rangeは、専業主婦 3人 (7.5％ )、
兼業主婦 6人 (18.75％ )であった。Moderate 
Clinical rangeは、専業主婦13人 (32.5％ )、兼













































中央値 p値 40以上 36-39 31-35 31未満
専業主婦 
（n=40) 30
.0（25.8-34.0） 0.061 32.5(n.s) 4人 (10.0％） 3人 (7.5％） 13人 (32.5％） 20人 (50.0％）
兼業主婦  
 (n=32） 33
.3（28.1-38.8） 37.7(n.s) 6人 (18.75％） 6人 (18.75％） 8人 (25.0％） 12人 (37.5％）
　　　　　　　　(四分位範囲）　　　　　　　U=505．0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P=.28　
5% 水準で有意 (両側 )
表２　KPCS の結果
QOL全体 身体的領域 心理的領域 環境的領域 社会的領域
専業主婦 
(n=36） 3
.5(2.5-4.0) 3.4(3.1-3.9) 3.3(3.0-3.7) 3.4(3.0-3.7) 3.7(3.3-4.0)
兼業主婦 
（n=33） 3
.5(3.0-4.0) 3.6(3.1-4.1) 3.5(2.5-4.1) 3.4(3.0-3.9) 3.7(3.1-4.0)
　　　　　　中央値（四分位範囲）
表４　 WHOQOL26 の結果
合計 QOL全体 身体的領域 心理的領域 環境的領域 社会的領域
専業主婦 
(n=36） 34
.3 34.4 33.2 35.2 34.9 34.9 
兼業主婦 
（n=33） 35
.8 35.7 37.0 34.8 35.1 35.1 
U値 619.5 621.0 660.0 588.5 596.0 596.5
p値 0.76 0.74 0.43 0.95 0.98 0.98








　５ ．KPCS 合計得点とWHOQOL26 各領域
得点の相関関係(表6)





全体で専業主婦（r = 0.507、p = .002)、兼業
主婦（r = 0.496、p = .0004) 。心理的領域で、
専業主婦（r = 0.373、p = .027)、兼業主婦（r = 
0.620、p = .001)。環境的領域で専業主婦（r = 
0.388、p = .02)、兼業主婦（r = 0.573、p = 0.001)
であった。身体的領域は、兼業主婦のみ相関
があった（r = 0.549、p = .001)。社会的領域で
は専業主婦と兼業主婦ともに相関がなかっ
た。




た。その結果、専業 (F (2,10) =1.434, n.s)並び

























専業 (n=36) .507* 0.002 .333 0.05 .373* 0.027 .388* 0.02 .252 0.14
兼業 (n=33) .496* 0.004 .549* 0.001 .620* 0.001 .573* 0.001 .276 0.13
　　　　　（専業：専業主婦、兼業：兼業主婦）




































































S1 33 2人 無 無回答 39 3.5 2.3 2.5 3.1 3.3
腰が痛い（抱っこで）。乳首が痛い（授乳
で）。肩が痛い（抱っこで）。








S3 44 1人 無 無回答 24 4 3.4 4.3 3.8 4 寝不足を感じます。
S4 35 2人 有 無 19 2.5 2.4 1.5 2.6 3.3 胃痛












S7 31 1人 有 無 42 5 4.4 4.7 4.6 3.3 左手の腱鞘炎が産後治りません。
K1 29 1人 有 無 42 3 3.1 4.3 3.6 3.7
なし。毛が抜けたり１度乳腺炎にはなり
ました。
K2 35 2人 有 無 35 4 3.7 4.2 3.6 4
産後、骨盤が疲れやすく感じたり、慢性
的な疲労を感じる。







K4 29 2人 有 無 31 2.5 2.3 3.3 3.1 3.3
肩こり、目の疲れ、寝返りがしにくく腰
が痛い。






K6 31 2人 無 無 33 2.5 2.5 2.5 3.3 3.3
時々社会から取り残された気持ちにな
る。ぎっくり腰になる。





K8 33 2人 有 無 27 2.5 2.6 2.3 3 4 体調を崩しやすくなった。











K11 34 1人 有 有 39 3.5 3.7 3.5 3.1 3 何事にも義母の付き添いがあって面倒。







　 　Severe clinical rangeであった母親は、S3 (24
点)、S4 (19点)、S5 (21点)、S6 (30点)、K5 (28点)、
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